
今次水害の概要

千葉県 県土整備部 河川整備課
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令和６年７月５日
第４回 一宮川流域における

令和５年台風第１３号による災害検証会議
資料１



今次水害における降雨 2

■ ９月５日21 時に日本の南で発生した台風第13 号は、北北東に進み、８日には東海道沖に進み、
８日21 時には東海道沖で熱帯低気圧に変わった。

■ 台風第13 号からの暖かく湿った空気や局地的に発生した前線の影響により、千葉県では８日昼前に
線状降水帯が発生し、昼過ぎにかけて猛烈な雨が降り、記録的短時間大雨情報が11 回発表された。

（気象庁／令和5（2023）年 台風第13号に関する千葉県気象速報より抜粋）



今次水害における降雨 3

■ 水上を除き、流域全体で降雨量が大幅に増加。
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今次水害における降雨

昭和 平成 令和

R1水害

今次水害

H25水害

H8水害

H1水害

流域平均雨量の２４時間最大値

■ 河川整備計画で対象とする降雨確率1/10に対して、今次降雨は1/180確率
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～H25 R5.9.8

今次降雨評価

約1/180※

▽ 383mm R5.9.8降雨

▽ 方針規模1/50

▽ 整備計画規模1/10

現行計画評価 （S41～H25）約1/180

※前後点間比例配分で
～H25：1/180.6…

確率評価

R5.9.8
＜ 383mm

方針

整備計画

流域平均雨量の２４時間最大値の年超過確率を
過去の降雨データ（現行計画の評価に利用している
S41～H25降雨データ）を元に統計的に算出



今次水害における河川水位 5

旭橋

16:00 , 740cm

早野
16:00 , 842cm

ピーク水位 TP+7.4ｍ程度
（ギリギリ溢れる程度） 堤防高 TP+7.38m

旭橋下流のピーク水位（9月8日 15:52）

▽H.W.L. 766cm

▽H.W.L. 618cm

H.W.L.超過
約10時間

■ 10時間に渡って、 洪水が計画高水位を超えていた。

H.W.L.超過
約10時間



今次水害における浸水被害 6

茂原市浸水調査図
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※1 浸水面積は、R5.10.13時点の流域全体での速報値
※2 浸水戸数は、R6.1.5時点の流域の浸水戸数速報値

令和5年9月8日

約 1,554 ※1浸水面積(ha)

2,053 ※2浸水戸数(棟)

905床上

1,148床下
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令和元年と今次水害における浸水深の差分図 7
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※1 浸水面積は、R5.10.13時点の流域全体での速報値
※2 浸水戸数は、R6.1.5時点の流域の浸水戸数速報値

令和5年9月8日

約 1,554 ※1浸水面積(ha)

2,053 ※2浸水戸数(棟)

905床上

1,148床下



今次水害の概要及び浸水要因

令和５年台風第１３号は令和元年を超える過去最大の降雨
・ 河川計画規模 1/10確率に対して、1/180確率の降雨
・ 10時間に渡って、洪水が計画高水位を超えていた
・ 令和元年～令和５年の河川整備により、浸水被害は半減

内水 施工不備 変状 越水

流域平均雨量の２４時間最大値

昭和 平成 令和

令和元年水害

今次水害
（令和元年の約1.5倍）

■ 特に、茂原市八千代地区・大芝地区※では、浸水は複合的な要因により発生
・ 河川に排水しきれず、マンホールから吹き出すなどの内水
・ 工事中における仮締切堤防の施工不備による高さ不足（５箇所）
・ 計画高水位を超える洪水により仮締切堤防が変状（17箇所、延長約４km※の６％相当）
・ 上記以外で、堤防の上を洪水が超える越水も発生 など

※ 茂原市八千代地区・大芝地区は、一宮川（鶴枝川合流点～豊田川合流点）の左岸に位置し、護岸工事を施工中の約４ｋｍ

河川計画規模（1/10確率）
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一宮川護岸工事における
仮締切堤防の施工不備、変状 9



仮締切堤防の施工不備の概要（１）
■ 鶴枝川合流点から豊田川合流点までの約４ｋｍ区間で進めている護岸工事において、

仮締切り堤防の施工不備（５箇所）により必要な高さ※が確保されていないことを確認。
※ 計画堤防高＋20㎝（対岸と同じ高さ）

10



仮締切堤防の施工不備の概要（２） 11



■ 令和元年10月25日の大雨による浸水被害をふまえ、
一宮川の護岸整備（法面を２割から5分に立てる）を行っており、
整備中は現況堤防を開削するため、
仮締切堤防として大型土のうを配置していた。

■ 整備半ばであった、令和５年9月8日の台風13号により、
令和元年をも上回る豪雨により再度浸水被害が生じたが、出水後、
延長4.1km区間のうち、17箇所、約260m(6%)区間について
仮締切堤防の変状が確認された。

仮締切堤防の変状の概要（１） 12



仮締切堤防の変状の概要（２）

延長箇所数区分
（3.1%）63.0m2仮締切堤防高不足
（7.8%）158.1m8土のう変状

2,040.0m護岸工その２工区

日進橋
明光橋 八千代橋

明治橋

仮締切堤防高不足A-2
L=60.5m、H=0.1～0.38m

仮締切堤防高不足A-1
L=2.5m、H=1.2m 工事上流端

変状-1
L=19.3m、H=0.8m

変状-2
L=8.6m、H=0.3m

変状-3
L=14.5m、H=0.8m

変状-4
-1 L=12.0m、H=0.3m
-2 L=21.8m、H=1.3m
-3 L=25.8m、H=0.6m

変状-5
L=6.2m、H=1.2m

変状-6
L=1.9m、H=0.8m

変状-7
L=3.4m、H=0.2m

変状-8
-1 L=20.6m、H=0.6m
-2 L=24.0m、H=0.7m

（阿久川合流点～豊田川合流点）
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鶴
枝
川→

澤尻橋 ほほえみ橋

草刈橋

旭橋

工事下流端

変状-17
L=6.4m、H=0.5m

変状-16
L=4.6m、H=0.8m

仮締切堤防高不足-5
L=9.0m、H=0～0.35m

変状-12
L=1.5m、H=0.3m

変状-13
L=2.2m、H=0.2m

変状-14
L=5.4m、H=0.2m

変状-15
L=16.5m、H=0.1m

変状-11
L=40.3m、H=0.2m

仮締切堤防高不足-4
L=50.0m、H=0.6m

変状-10
L=17.3m、H=0.4m

変状-9
L=7.2m、H=0.9m

仮締切堤防高不足-3
L=7.0m、H=0.8m

延長箇所数区分
（3.3%）66.0m3仮締切堤防高不足
（5.0%）101.1m9土のう変状

2,020.0m護岸工その１工区

（鶴枝川合流点～阿久川合流点）

A

A

14仮締切堤防の変状の概要（３） 14



【参考】 護岸工事の対岸法面・護岸の被災

N0.486
～496
（右岸）

20m

No486+2.6 No487 No488 No489 No490

復旧延長 Ｌ＝２０３．６ｍ（右岸）起点 河川災害復旧工事（令和５年災河第７２号）（二）一宮川 長生村薮塚

応急対応前

No496+6.2

終点

← 一宮川

鶴
枝
川→

護岸工事に伴う仮締切堤防（左岸）

被災のメカニズム（土羽河岸） 被災のメカニズム（ブロック張護岸）
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■ 護岸工事の対岸の完成堤防において

今次洪水により、法面侵食や護岸前面の洗堀など、

法面・護岸が被災した。



■ 当該区間は、基本、堀込河川※であるが、後背地に市街地が密集しているため、
仮締切堤防設置基準（案）を適用した。

※ 堤内地盤高 ＋ 60㎝ ≧ 計画高水位

① 河川堤防を全面開削する場合、仮締切を設置する。
既設堤防と同等以上の治水の安全度を有する構造でなければならない。

② 出水期において、堤防開削を伴う場合は、設計対象水位は計画高水位とする。

（仮締切堤防の考え方）
・ 本工事では、4.1kmに渡って通年施工で開削するため、

既存堤防と同等以上の治水の安全度を有する構造の仮締切堤防を設置する。
・ 右岸側の堤防高が高くなっていることから、

堤防高を右岸側と同じ高さ（計画堤防高+20cm）とする。
・ 構造の安定性の確保にあたって、設計対象水位は計画高水位とする。

仮締切り堤防の設計条件仮締切堤防の設計（１） 16



■ 仮締切工法の選定については、
仮設計画ガイドブックⅡ
仮締切工法の選定フローに基づき、
大型土のうを採用する。

図 仮締切工法選定フロー（出典：仮設計画ガイドブックⅡ P33）

※1 事業期間の制約の中で、
背後地の住宅や及び埋設管
（下水管）への影響を考慮すると
矢板の打込みは不可

⇒ NO

仮締切堤防の設計（２） 17

本体構造物の形状・寸法・位置・
締切面積及び内部での掘削深さの決定

矢板等の打込み、
埋込が可能か

水深が3m
程度以上であるか

地盤の透水性が
低いか

※3 地盤の透水性は地質調査の結果、
低いと判断

⇒ YES

※2 水深は高いところでも約1.0ｍ
⇒ NO

土堤
土堰堤

NO

NO

YESNO

YES

YES



■ 大型土のうの安定照査については、内的安定・外的安定に対する照査を行う。
設計対象水位は計画高水位とする。
・ 内的安定：中詰材のこぼれ出し、袋体のはらみ出しの変状に対する照査
・ 外的安定：滑動、転倒、支持力の変状破壊に対する照査

■ 大型土のう下の法面の安定照査については、円弧すべり計算を行う。
地下水位は現地盤、河川水位は鋼矢板上端とする。

仮締切堤防の設計（３） 18

安全率・許容値照査項目
Ｆｓ≧１．５袋体の圧縮応力
Ｆｓ≧１．２滑動
Ｅ≦Ｂ／３転倒
Ｆｓ≧２．０支持力
Ｆｓ≧１．２円弧すべり

照査項目及び安全率・許容値
▽ 計画高水位

▽ 鋼矢板上端

現地盤

円弧すべり

支持力
滑動

転倒



■ 仮締切堤防の安定照査では、いずれの項目も安全率・許容値を満足した。
設計計算については、外部の専門家が確認した。

■ 一方で、今次水害では、洪水位が１０時間に渡って、計画高水位を超えていたことから、
仮締切堤防の変状要因は、計画高水位を超える洪水と考えられる。

■ また、対岸側の完成堤防においても、法面・護岸が被災した。
→ したがって、施工不備の箇所を除けば、

仮締切堤防に不備はなく、変状はやむを得ない。

仮締切堤防の設計（４） 19



■ 仮締切堤防の変状について、専門家ヒアリングを行った。
日時：令和６年４月３日（水）９：３５～１１：２５
場所：土木研究所 つくば中央研究所 ２階会議室
出席：国土交通省 国土技術政策総合研究所 河川研究部 瀬崎河川研究室長

土木研究所 地質・地盤研究グループ
佐々木上席研究員、石原上席研究員、青柳主任研究員、柿原研究員、三浦研究員

■ 主な助言は以下のとおり。
・ 仮締切堤防の設計計算に不備は認められず、計画高水位を超える洪水による変状はやむを得ない。
・ 法面の変状は、いくつかの被災形態に分類できると考えられるが、

長い延長で法面が変状している箇所は、河川水位低下時の残留水圧による法面のすべりではないか。
・ 河水位の上昇により越水した可能性もある。
・ 排水管周りや、土のうと地盤が接したところの漏水に伴うパイピングが生じている事も考えられる。

【参考】 専門家ヒアリング 20



【参考】 被災メカニズムについて 21

■ 堤防の被災については、原因の特定が難しい（簡単に答えが出せない）場合も多い。

平成30年7月25日平成30年７月豪雨による地盤災害調査報告セッション最近の堤防の被災事例と特徴 （国研）土木研究所 石原 雅規



■ 仮締切堤防の被災形態としては、法面のすべり破壊 や 越水 、 浸透 のいずれか、
または、複合的に生じたものと考えられる。

仮締切堤防の変状の被災形態（１） 22

a 法面のすべり

b 越水 c 浸透

横断構造物や地面の凹凸
などとの境界で
水の行き来が生じる

越水により
堤防が変状する

対岸の完成堤防の被災

残留水圧などで
土のう下の法面
がすべる



■ シミュレーションにあたって、変状が発生した時間を
設定する必要がある。（詳細は資料２のとおり）

■ そこで、被災当時の写真から、
仮締切堤防の変状が生じた１７箇所について、
右の表・図のとおり被災形態を分類した。

ａ 法面のすべり
ｂ 越水
ｃ 浸透

仮締切堤防の変状の被災形態（２） 23

延長箇所数区分
（90.4%）3,671.5m施工不備、変状なし
（3.2%）129.0m5施工不備
（6.4%）259.5m17土のう変状
［4.0%］［163.9m］［11］a 法面のすべり
［2.1%］［84.6m］［４］b 越水
［0.3%］［11.0m］［２］c 浸透

4,060.0m工区全体延長

鶴
枝
川→

工区
下流端

← 一宮川

施工不備－５

a 法面のすべり

施工不備－４

a 法面のすべり

施工不備－３

施工不備－２
施工不備－１

a 法面のすべり

b 越水

b 越水
b 越水※2

a 法面のすべり

a 法面のすべり

a 法面のすべり

b 越水※3

工区
上流端

《仮締切堤防の変状箇所及び主要因》

a 法面のすべり

a 法面のすべり

b 越水 c 浸透
a 法面のすべり

A

c 浸透

A

A

A

変状-1

変状-２

変状-３
変状-４

変状-５

変状-７ 変状-６

変状-８

変状-９

変状-10

変状-11

変状-14、13、12
変状-1５

変状-17、16

横断構造物や地面の凹凸
などとの境界で
水の行き来が生じる

越水により
堤防が変状する

対岸の完成堤防の被災

残留水圧などで
土のう下の法面
がすべる

※2 法面のすべりと複合的に発生
※3 浸透と複合的に発生

a 法面のすべり


